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五
月
二
十
五
日
、
西
目
屋
村
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
、
雪
囲
い
を
外
し
に

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
雪
の
被
害

で
、
敷
地
の
植
木
が
囲
い
ご
と
折
れ
て

い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

 

休
憩
の
際
に
は
、
昔
か
ら
の
仲
間
と

再
会
し
、
会
話
が
弾
ん
で
い
た
様
子
で

し
た
。 

 

 久
し
ぶ
り
だ
な
～ 

 

特
養
で
は
、
春
が
待
ち
遠
し
く
て
、
三

月
下
旬
か
ら
桜
の
壁
画
工
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
桜
の
花
を
模
り
な
が
ら
、
若
い

頃
の
観
桜
会
の
思
い
出
な
ど
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

西
目
屋
村
の
地
域
を
廻
っ
て
総

合
相
談
、
権
利
擁
護
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、
介
護
予
防
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
困
り
事
が
あ
る
際
は
、
当
セ

ン
タ
ー
や
役
場
へ
ご
連
絡
い
た
だ

く
か
、
直
接
お
越
し
い
た
だ
き
、
お

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四
月
に
城
西

か
ら
異
動
に
な

り
ま
し
た
主
任

介
護
支
援
専
門

員
の
桑
田
妙
子

で
す
。 

【
新
任 

特
養
介
護
職
員
】 

 

相
澤
友
美
（
と
も
み
）
で
す
。
皆
様
に

元
気
な
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

一
日
一
日
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。
車

が
大
好
き
で
、
料
理
も
得
意
で
す
。 

【
い
た
や
荘
→
特
養
相
談
員
】 

八
木
橋
貴
広
（
た
か
ひ
ろ
）
で
す
。
皆

様
の
笑
顔
に
繋
が
る
よ
う
な
支
援
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
お
酒

と
子
供
が
大
好
き
で
す
。 

 

【
三
和
園
→
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
】 

丹
代
智
大
（
と
も
ひ
ろ
）
で
す
。
登
山

囃
子
の
平
手
鐘
が
得
意
で
数
々
の
大

会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ま
た

皆
様
に
披
露
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

  

【
三
和
園
→
特
養
介
護
職
員
】 

工
藤
玲
（
あ
き
ら
）
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

や
水
泳
、
機
械
操
作
が
得
意
で
す
。
食

べ
物
の
好
き
嫌
い
は
な
く
、
特
に
野
菜

と
筋
子
な
ど
の
魚
卵
が
好
き
で
す
。 

 

【
三
和
園
→
特
養
介
護
職
員
】 

瓜
田
千
聖
（
ち
さ
と
）
で
す
。
つ
が
る

市
か
ら
の
通
勤
は
遠
い
で
す
が
、
元
気

に
楽
し
く
頑
張
り
ま
す
。
陸
上
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
が
得
意
で
手
相
占
い
も
で
き

ま
す
。 

   

☆ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
白
神
荘

で
は
、
新
規
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
試
し
利
用
も
可
能
で

す
。
料
金
等
に
関
し
て
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
担
当 

坂
本
・
奈
良
） 

☆ 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
白
神
荘

（
訪
問
介
護
）
で
は
、
身
体
に
負

担
を
掛
け
な
い
介
護
指
導
等
も

行
え
ま
す
。 

 
 

（
担
当 

岡
） 


